
は
じ
め
に

あ
し
わ
け
を
ぶ
ね

『
排
蘆
小
船
』
は
、
本
居
宣
長
の
歌
論
書
と
し
て
の
処
女
作
で
あ
る
が
、

な
ぜ
か
宣
長
自
身
世
に
出
す
こ
と
を
好
ま
ず
、
大
正
初
期
に
佐
々
木
信
綱
が

世
に
紹
介
す
る
ま
で
筐
底
深
く
秘
め
ら
れ
て
い
た
稿
本
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
逆
に
未
発
の
契
機
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
と
な
っ

て
い
る
点
が
魅
力
で
も
あ
る
。
小
林
秀
雄
は
、
若
き
宣
長
が
歌
と
は
何
か
と

い
う
重
い
問
題
を
い
っ
ぺ
ん
に
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
く
る

（
�
）

「
沸
騰
す
る
文
體
」
を
感
じ
、
岩
田
隆
は
、
宣
長
の
「
清
新
溌
剌
た
る
若
々

（
�
）

し
い
精
神
」
を
看
取
す
る
。
だ
が
、
筆
者
が
興
味
を
覚
え
る
の
は
、
未
だ
確

た
る
所
属
を
も
た
な
い
知
的
な
若
者
が
、
歌
論
・
和
歌
史
の
叙
述
を
通
し

て
、
今
後
の
方
向
性
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
拠
を
懸
命
に
模
索
す
る
姿

（
�
）

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、『
排
蘆
小
船
』
を
歌
論
史
の
上
に
位
置

づ
け
る
の
で
は
な
く
、
同
書
の
記
述
を
通
し
て
、
己
の
周
囲
の
状
況
に
対
し

違
和
感
を
覚
え
相
対
化
し
な
が
ら
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根
拠
を
懸

命
に
見
出
そ
う
と
す
る
宣
長
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
国
学
を
単
な
る
復

古
主
義
の
構
図
に
解
消
す
る
の
で
は
な
く
、
近
世
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て

「
古
へ
」
を
主
張
す
る
こ
と
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
近
世
人
に
と
っ

て
「
古
代
」
と
は
何
な
の
か
、
と
い
う
問
題
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
こ
と
だ
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

一

批
評
性
を
含
む
ス
タ
ン
ス

『
排
蘆
小
船
』
に
堂
上
家
に
伝
わ
る
古
今
伝
授
や
二
条
家
、
飛
鳥
井
家
、

冷
泉
家
な
ど
の
「
家
」
制
度
に
対
す
る
批
判
が
大
々
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る

の
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。「
古
今
伝
授
大
ニ
歌
道
ノ
サ
マ
タ
ゲ
ニ
テ
、

此
道
ノ
大
厄
也
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
近
世
此
事
ア
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
ソ
ノ
家
ト
云

事
ヲ
重
ク
シ
テ
、
歌
ノ
ヨ
シ
ア
シ
ヨ
リ
ハ
、
此
伝
授
ヲ
詮
ニ
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、

天
下
ノ
名
人
イ
デ
キ
ガ
タ
シ
。
歌
道
ノ
道
ヲ
フ
サ
グ
ヤ
ウ
ナ
ル
モ
ノ
也
。
此

伝
授
ヲ
シ
タ
リ
ト
テ
、
露
ホ
ド
モ
歌
道
ニ
益
ハ
ナ
ク
シ
テ
、
大
ナ
ル
害
ア
ル

事
也
」〔
六
〇
〕
と
、
古
今
伝
授
や
「
家
」
を
真
っ
向
か
ら
否
定
す
る
。
そ

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座

│
│
「
今
」
が
創
造
す
る
「
古
へ
」
│
│

山

下

久

夫
一
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の
際
、「
一
ガ
イ
ニ
堂
上
ノ
歌
、
地
下
ノ
歌
ト
、
分
ナ
ル
モ
ノ
ノ
ヤ
ウ
ニ
思

フ
ハ
、
イ
フ
ニ
タ
ラ
ザ
ル
ヲ
ロ
カ
ナ
ル
事
也
。
何
ゾ
情
ニ
ヘ
ダ
テ
ア
ラ
ン
」

〔
一
三
〕
と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
の
「
情
」＝

「
人
情
」
に
は
堂
上
と
か
地
下

の
差
別
は
な
い
は
ず
だ
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
う
し
た
批
判

の
仕
方
自
体
は
、
戸
田
茂
睡
は
じ
め
国
学
者
た
ち
が
盛
ん
に
唱
え
た
こ
と
と

同
じ
で
、
い
わ
ば
一
般
的
な
風
潮
に
乗
っ
た
言
に
す
ぎ
な
い
。『
排
蘆
小
船
』

の
特
徴
は
、〔
一
八
〕
に
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
批
判
の
仕
方
に
う
か
が
え

る
。

古
今
伝
受
ノ
事
、
近
代
朝
廷
ノ
オ
モ
キ
御
事
ト
シ
玉
フ
事
ナ
レ
バ
、
今

オ
ホ
ケ
ナ
ク
論
ズ
ル
ハ
、
オ
ソ
レ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
ツ
ヤ
�
�

ソ
ノ
事
ノ
オ
コ
リ
ヲ
モ
シ
ラ
ズ
、
只
大
切
ナ
ル
事
ト
ノ
ミ
思
フ
テ
ヰ
ル

人
ノ
タ
メ
ニ
、
ソ
ノ
モ
ト
ヲ
カ
タ
ハ
シ
コ
ゝ
ニ
記
シ
侍
ル
。
マ
ヅ
ス
ベ

テ
此
道
ニ
伝
受
ト
云
事
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ナ
キ
事
也
。
ヨ
ミ
カ
タ
ナ
ド
ニ
ツ

キ
テ
、
ヨ
キ
説
ヲ
発
明
シ
タ
ル
事
ナ
ド
ヲ
、
ミ
ダ
リ
ニ
人
ニ
シ
ラ
ス
事

ヲ
キ
ラ
ヒ
、
秘
密
シ
テ
口
授
ス
ル
ナ
ド
ト
云
事
ハ
其
家
々
ニ
ア
ル
ベ
キ

事
也
。
全
体
ニ
伝
受
ト
云
事
ハ
カ
ツ
テ
ナ
キ
事
也
。

古
今
伝
受
（
授
）
は
意
味
の
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
今
で
は
朝
廷
の
重

事
に
な
っ
て
い
る
か
ら
む
や
み
に
批
判
す
る
の
は
恐
れ
多
い
、
た
だ
、
自
明

の
も
の
と
し
て
そ
れ
を
尊
崇
す
る
者
の
た
め
に
そ
の
起
こ
り
か
ら
説
明
し
よ

う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
謙
虚
と
い
う
か
、
た
め
ら
い
が
ち
と
い
う
か
。
少

な
く
と
も
、
古
今
伝
授
を
否
定
し
て
新
た
な
境
地
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
如

き
派
手
さ
は
な
い
。
こ
の
後
、
紀
貫
之
以
来
、
藤
原
俊
成
、
定
家
、
為
家
等

に
至
る
ま
で
古
今
伝
授
な
ど
な
か
っ
た
こ
と
、
東
常
縁
以
来
古
今
伝
授
が
始

ま
り
、
や
が
て
朝
廷
の
重
事
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
し
て
、
次
の
よ

う
に
続
け
る
の
で
あ
る
。

（
古
今
伝
授
は
）
今
ハ
朝
廷
ノ
重
典
ト
ナ
レ
リ
、
ソ
ノ
本
ハ
ミ
ナ
コ
シ

ラ
ヘ
事
ニ
テ
信
ズ
ル
ニ
タ
ラ
ザ
ル
事
ナ
レ
ド
モ
、
天
子
御
代
々
コ
レ
ヲ

尊
信
シ
玉
ヒ
、
オ
モ
キ
御
事
ニ
ナ
リ
キ
タ
レ
バ
、
今
ハ
古
今
伝
受
ナ
ド

ハ
ハ
ナ
ハ
ダ
此
道
ノ
重
事
也
。
ミ
ダ
リ
ニ
非
ス
ル
事
ナ
カ
レ
。
オ
ソ
レ

ア
ル
事
也
。
マ
マ
奇
瑞
ナ
ド
ノ
ア
ル
ト
世
ニ
云
モ
一
概
ヤ
ブ
ラ
レ
ズ
。

其
の
故
ハ
、
モ
ト
ハ
ワ
ケ
モ
ナ
キ
軽
キ
事
ニ
テ
モ
、
朝
廷
ノ
威
霊
ニ
ヨ

ツ
テ
シ
カ
ル
事
ハ
ア
ル
マ
ジ
キ
ト
モ
イ
ハ
レ
ヌ
事
也
。
御
代
々
ツ
タ
ハ

リ
来
ル
重
事
ヲ
、
今
詮
ナ
キ
事
也
ト
テ
廃
シ
玉
フ
ベ
キ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。

只
ソ
ノ
本
ノ
ワ
ケ
ヲ
ヨ
ク
�
�
心
得
居
テ
、
マ
ド
ハ
ズ
シ
テ
、
サ
テ
敬

ヒ
尊
ブ
ベ
キ
也
。
予
ハ
古
今
伝
受
ハ
オ
カ
シ
キ
事
也
ト
思
ヘ
ド
、
今
ソ

ノ
重
典
ナ
ル
事
ヲ
敬
ス
ル
也
。

そ
の
頭
注
に
は
、「
ス
ベ
テ
師
匠
ノ
大
切
ナ
ル
事
ニ
シ
テ
、
伝
授
シ
タ
ル

事
ナ
ド
ハ
、
タ
ト
ヒ
悪
説
ナ
リ
ト
モ
ミ
ダ
リ
ニ
云
チ
ラ
シ
非
謗
ス
ル
事
ナ
カ

レ
。
師
ノ
本
意
ニ
ソ
ム
キ
ハ
ナ
ハ
ダ
無
礼
不
敬
也
。
ス
ベ
テ
其
門
ニ
イ
リ
テ

学
ブ
人
ハ
、
其
家
ノ
事
ハ
ア
シ
ゝ
ト
テ
非
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
只
ヨ
ク
ヨ
ク

心
得
ヲ
ク
ベ
キ
事
也
。
惑
ヒ
信
ズ
ル
事
ナ
カ
レ
」
と
記
し
て
い
る
。

頭
注
を
み
る
と
、
新
境
地
の
高
ら
か
な
宣
言
ど
こ
ろ
か
、
伝
授
の
内
容
や

一
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師
匠
・
家
の
こ
と
な
ど
は
お
か
し
い
と
思
っ
て
も
む
や
み
に
非
難
し
て
は
な

ら
ぬ
、
と
釘
を
刺
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
後
年
の
『
玉
勝
間
』
で
、
我
が
説

よ
り
優
れ
た
考
え
が
出
て
き
た
ら
我
に
遠
慮
せ
ず
広
め
よ
、
学
問
の
道
を
思

わ
な
い
で
い
た
ず
ら
に
我
を
尊
ぶ
の
は
我
が
本
意
で
は
な
い
、
と
明
言
し
た

人
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
慎
重
さ
、
臆
病
さ
（
？
）
で
あ
る
。
筐
底
深
く
秘

し
た
く
な
る
の
も
わ
か
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
た
し
た
ち
は
こ
こ
に
若
き
宣
長
の
独
自
の
ス
タ
ン

ス
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
古
今
伝
授
を
自
明

と
し
て
尊
崇
す
る
態
度
を
批
判
す
る
の
だ
が
、
同
時
に
そ
れ
を
外
側
か
ら
一

方
的
に
糾
弾
す
る
言
説
に
も
同
意
し
な
い
。
盲
目
的
な
信
奉
者
に
対
し
て

は
、「
ツ
ヤ
�
�
ソ
ノ
事
ノ
オ
コ
リ
ヲ
モ
シ
ラ
ズ
、
只
大
切
ナ
ル
事
ト
ノ
ミ

思
フ
テ
ヰ
ル
人
」
と
い
い
、
一
方
的
な
糾
弾
論
者
に
対
し
て
は
「
只
ソ
ノ
本

ノ
ワ
ケ
ヲ
ヨ
ク
�
�
心
得
居
テ
、
マ
ド
ハ
ズ
シ
テ
、
サ
テ
敬
ヒ
尊
ブ
ベ
キ

也
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
ソ
ノ
事
ノ
オ
コ
リ
」「
ソ
ノ
モ
ト
」
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
己
の
足
場
を
置
い
て
、
双
方
に
距
離
を
と
る
の
で
あ
る
。
古
今

伝
授
や
「
家
」
制
度
の
支
配
す
る
堂
上
歌
壇
の
現
状
を
、
単
に
外
側
か
ら
糾

弾
す
る
の
で
は
な
く
、
現
状
を
引
き
受
け
た
上
で
、
ど�

の�

よ�

う�

に�

し�

て�

そ�

の�

状�

況�

が�

生�

じ�

て�

き�

た�

の�

か�

に
あ
ら
た
め
て
注
目
す
る
わ
け
だ
。
こ
う
し
た
若

き
宣
長
の
態
度
は
、
周
囲
の
状
況
に
対
す
る
批
評
性
を
内
包
し
な
が
ら
の
接

し
方
だ
と
い
え
よ
う
。

右
の
よ
う
な
批
評
性
を
も
つ
の
は
、
む
ろ
ん
、
周
囲
の
状
況
に
対
す
る
違

和
感
、
疎
外
感
を
覚
え
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。『
在
京
日
記
』
に
よ
る

と
、
宣
長
は
上
京
し
た
宝
暦
二
年
九
月
二
二
日
に
冷
泉
為
村
の
門
人
森
川
章

尹
に
入
門
す
る
が
、
同
年
の
「
浦
千
鳥
」
の
題
詠
詞
書
で
「
年
ご
ろ
此
道
に

志
あ
り
て
た
え
ず
よ
み
を
け
る
言
の
葉
も
、
は
か
�
�
し
く
よ
し
あ
し
見
わ

く
る
人
も
な
き
事
を
う
ら
み
て
、
同
じ
題
に
て
お
も
ひ
を
の
べ
侍
り
け
る
」

と
不
満
を
述
べ
、「
和
歌
浦
に
た
ち
よ
る
か
た
を
浪
間
に
そ
夜
半
の
千
鳥
の

鳴
き
あ
か
す
な
る
」「
浜
千
鳥
鳴
こ
そ
あ
か
せ
和
歌
の
浦
や
た
つ
ら
ん
か
た

も
な
み
の
よ
る
�
�
」
と
詠
ん
で
い
る
（『
石
上
稿
』「
宝
暦
二
年
壬
申
詠
和

歌
」）。
歌
の
メ
ッ
カ
で
あ
る
和
歌
の
浦
に
う
る
さ
い
波
が
い
つ
も
押
し
寄
せ

る
こ
と
よ
、
と
自
分
の
意
に
添
わ
な
い
言
葉
だ
け
が
空
し
く
飛
び
交
う
周
囲

の
歌
壇
的
状
況
へ
の
違
和
感
を
呟
く
。
翌
宝
暦
三
年
の
六
・
七
月
に
は
新
玉

津
島
社
の
月
次
界
に
出
席
し
な
く
な
っ
た
（『
在
京
日
記
』『
石
上
稿
』）。
し

か
し
一
方
、
晩
年
の
『
玉
勝
間
』
二
の
巻
「
お
の
が
物
ま
な
び
の
有
し
や

う
」
の
回
想
に
よ
る
と
、
意
に
添
わ
な
く
て
も
自
分
の
詠
む
歌
は
各
別
大
方

の
詠
風
に
背
か
な
か
っ
た
か
ら
咎
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て

い
る
。
心
に
は
叶
わ
な
い
が
、
あ
え
て
抵
抗
も
せ
ず
型
ど
お
り
に
「
今
の
世

の
ふ
り
」
を
詠
ん
で
過
ご
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
不
本
意
で
も
外
側
か
ら

糾
弾
せ
ず
と
り
あ
え
ず
状
況
を
引
き
受
け
な
が
ら
過
ご
す
、
批
評
性
を
内
包

し
た
宣
長
の
ス
タ
ン
ス
が
よ
く
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
『
排
蘆
小
船
』
の
右
の
言
で
際
立
つ
の
は
、
朝
廷
と
い
う
も
の
の
権

威
が
無
条
件
に
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
予
ハ
古
今
伝

受
ハ
オ
カ
シ
キ
事
也
ト
思
ヘ
ド
、
今
ソ
ノ
重
典
ナ
ル
事
ヲ
敬
ス
ル
也
」
と
い

う
。
古
今
伝
授
は
根
拠
が
な
い
虚
妄
だ
と
い
い
な
が
ら
、
朝
廷
の
重
事
と
な

っ
て
い
る
か
ら
敬
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
理
解
に
苦
し
む
と

こ
ろ
。
国
崎
望
久
太
郎
は
「
堂
上
派
へ
の
妥
協
屈
従
は
も
は
や
否
定
で
き
な

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座

一
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（
�
）

い
」
と
ま
で
評
す
る
。
も
っ
と
も
、
近
代
の
ア
ラ
ラ
ギ
派
へ
の
流
れ
を
評
価

す
る
国
崎
の
論
に
は
、
堂
上
歌
壇
は
近
世
の
和
歌
・
歌
論
的
課
題
か
ら
遊
離

し
た
旧
態
依
然
た
る
伝
統
の
墨
守
に
終
始
す
る
形
骸
化
さ
れ
た
存
在
だ
と
す

る
前
提
が
あ
る
。

し
か
し
、
最
近
の
近
世
和
歌
史
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
朝
廷
を
中
心

と
し
た
近
世
堂
上
歌
壇
は
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
宣
長
の
屈
折
し
た
言
説
を
生
み
出
す
ほ
ど
の
影
響
力
は
も
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
鈴
木
健
一
に
よ
る
と
、
後
水
尾
・
霊
元
天
皇
を
中
心
と
し
て
形
成

さ
れ
た
宮
廷
歌
壇
の
生
み
出
し
た
和
歌
作
品
、
歌
論
は
、
武
家
や
町
人
ら
に

伝
え
ら
れ
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
和

歌
を
添
削
指
導
す
る
こ
と
や
、
そ
の
理
論
が
聞
書
き
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
播
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
る
と
き
に
は
宮
廷
和

歌
の
あ
り
方
は
規
範
と
さ
れ
、
ま
た
あ
る
時
に
は
、
む
し
ろ
批
判
の
対
象
と

な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
き
な
価
値
基
軸
と
し
て
受
け
と
め
ら
れ
た

（
�
）

と
い
う
。
盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
』
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一

お
き
た

よ

さ

ゆ

四
）
の
興
田
吉
従
来
『
諸
家
家
業
記
』
の
伝
え
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
近
世
中
後
期
に
お
い
て
門
人
を
添
削
指
導
す
る
に

は
、
御
所
伝
受
を
受
け
、
宗
匠
家
に
な
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
伝
受
を
受
け

な
け
れ
ば
、
た
と
え
飛
鳥
井
家
・
冷
泉
家
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
和
歌
の
当
主

で
あ
ろ
う
と
も
門
人
の
添
削
な
ど
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
盛
田

は
、
桜
町
天
皇
の
と
き
に
御
所
伝
受
も
整
備
さ
れ
歌
道
入
門
制
度
も
で
き

た
、
中
世
か
ら
続
く
代
々
の
歌
道
家
の
者
で
な
く
と
も
宗
匠
家
に
な
れ
る
と

い
う
、
時
代
に
即
し
た
開
か
れ
た
制
度
や
「
歌
道
宗
匠
」
が
誕
生
し
た
、
と

み
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
営
み
が
、
朝
廷
を
中
心
と
し
た
堂
上
歌
壇

を
強
固
に
支
え
る
基
盤
と
し
て
幕
末
ま
で
続
い
て
い
っ
た
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
堂
上
歌
壇
の
動
き
は
、
近
世
後
期
の
光
格
天
皇
の
時
代
に
お
け
る
地
下

（
�
）

歌
人
た
ち
と
の
交
流
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
近
世
の
堂
上
歌
壇
は
形
骸
化
な
ど
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
若
き
宣
長
を
し
て
、
朝
廷
を
中
心
と
し
た
堂
上
歌
壇
の
現
状
を
無
碍
に

否
定
せ
ず
ま
ず
引
き
受
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
だ
け
の
要
因
を
も
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
だ
。
批
評
性
を
内
包
し
た
ス
タ
ン
ス
が
成
り
立
つ
条
件
は
十
分
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
モ
実
情
也
」

で
は
、『
排
蘆
小
船
』
は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
視
座
を
定
め
る
べ
く

歩
み
始
め
た
の
か
。
同
書
〔
二
〕
に
、
読
む
方
を
混
乱
さ
せ
る
奇
妙
な
論
だ

が
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
。

シ
カ
ル
ヲ
禁
制
ヲ
タ
テ
テ
心
ノ
マ
ゝ
ニ
ヨ
マ
サ
ヌ
ハ
、
セ
バ
ク
シ
テ
歌

ノ
本
体
ニ
カ
ナ
ハ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
思
ヘ
ド
サ
ニ
ア
ラ
ズ
。
思
フ
心
ヲ
ヨ
ミ
ア

ラ
ハ
ス
ガ
本
然
也
。
ソ
ノ
歌
ノ
ヨ
キ
ヤ
ウ
ニ
ト
ス
ル
モ
、
又
歌
ヨ
ム
人

ノ
実
情
也
。
ヨ
キ
ガ
中
ニ
モ
ヨ
キ
ヲ
エ
ラ
ビ
、
ス
グ
レ
タ
ル
ガ
中
ニ
モ

ス
グ
レ
タ
ル
歌
ヲ
ヨ
ミ
イ
デ
ム
ト
ス
ル
ガ
、
歌
ノ
最
極
無
上
ノ
所
也
。

（
中
略
）
心
ニ
ハ
悪
心
ア
レ
ド
モ
、
善
心
ノ
歌
ヲ
ヨ
マ
ム
ト
思
フ
テ
、

ヨ
ム
歌
ハ
イ
ツ
ハ
リ
ナ
レ
ド
モ
、
ソ
ノ
善
心
ヲ
ヨ
マ
ム
ト
思
フ
心
ニ
、

一
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イ
ツ
ハ
リ
ハ
ナ
キ
也
。
ス
ナ
ハ
チ
実
情
也
。
タ
ト
ヘ
バ
花
ヲ
ミ
テ
、
サ

ノ
ミ
オ
モ
シ
ロ
カ
ラ
ネ
ド
、
歌
ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ
レ
バ
、
随
分
面
白
ク
思
フ

ヤ
ウ
ニ
ヤ
ム
、
面
白
ト
云�

ハ�

偽
リ
ナ
レ
ド
、
面
白
キ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
マ
ム
ト

思�

フ�

心
ハ
実
情
也
。
シ
カ
レ
バ
歌
ト
云
モ
ノ
ハ
、
ミ
ナ
実
情
ヨ
リ
出
ル

也
。
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
モ
実
情
也
。
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
オ
モ
ヘ
ド
、
ヨ

ク
ヨ
メ
バ
実
情
ヲ
ウ
シ
ナ
フ
ト
テ
、
ワ
ル
ケ
レ
ド
ア
リ
ノ
マ
ゝ
ニ
ヨ

ム
、
コ
レ
、
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
思�

フ�

心
ニ
タ
ガ
フ
テ
偽
也
。
サ
レ
ド
モ
、

実
情
ヲ
ウ
シ
ナ
フ
故
ニ
、
ア
リ
ノ
マ
ゝ
ニ
ヨ
マ
ム
ト
思�

フ�

モ
、
又
実
情

也
（
傍
点＝

宣
長
）。

思
い
の
ま
ま
を
詠
む
こ
と
と
、
そ
れ
を
抑
え
て
典
雅
な
表
現
を
試
み
る
こ

と
、
こ
の
相
反
す
る
二
つ
の
要
素
を
宣
長
は
等
し
く
「
実
情
」
の
概
念
で
括

ろ
う
と
す
る
。
前
者
を
「
実
情
」
と
呼
ぶ
の
は
わ
か
る
が
、
後
者
も
同
じ
概

念
で
扱
わ
れ
る
と
、
と
ま
ど
い
以
上
に
失
笑
を
買
い
か
ね
な
い
。
だ
が
、
奇

妙
な
感
を
抱
か
せ
つ
つ
も
、「
思
フ
」
に
傍
点
を
施
し
な
が
ら
宣
長
が
ど
こ

に
力
点
を
置
こ
う
と
し
た
か
は
明
白
だ
。
直
接
の
意
図
だ
け
は
疑
う
余
地
が

な
い
。「
ソ
ノ
歌
ノ
ヨ
キ
ヤ
ウ
ニ
ト
ス
ル
モ
、
又
歌
ヨ
ム
人
ノ
実
情
也
」「
ソ

ノ
善
心
ヲ
ヨ
マ
ム
ト
思
フ
心
ニ
、
イ
ツ
ハ
リ
ハ
ナ
キ
也
。
ス
ナ
ハ
チ
実
情

也
」「
面
白
キ
ヤ
ウ
ニ
ヨ
マ
ム
ト
思
フ
心
ハ
実
情
也
」「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル

モ
実
情
也
」
と
い
っ
た
言
、
す
な
わ
ち
技
巧
を
凝
ら
し
た
典
雅
な
表
現
を

「
実
情
」
の
名
の
も
と
に
肯
定
し
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
以
後

〔
九
〕
あ
た
り
ま
で
同
趣
旨
の
議
論
が
続
い
て
お
り
、
堂
上
派
が
守
っ
て
き

た
詠
歌
の
際
の
禁
制
や
方
式
ま
で
も
擁
護
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。
と
も
か

く
も
宣
長
は
、「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
モ
実
情
也
」
と
い
っ
た
、
歌
の
表
現

技
巧
の
駆
使
に
精
を
出
す
の
を
積
極
的
に
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
和

歌
の
「
心
詞
」
論
で
い
え
ば
、「
心
」
よ
り
も
「
詞
」
を
重
視
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

ヨ
キ
歌
ヲ
ヨ
マ
ム
ト
オ
モ
ハ
バ
、
第
一
ニ
詞
ヲ
エ
ラ
ビ
、
優
美
ノ
辞
ヲ

以
テ
、
ウ
ル
ハ
シ
ク
ツ
ゞ
ケ
ナ
ス
ベ
シ
。
コ
レ
詠
歌
第
一
義
也
。
ソ
ノ

ユ
ヘ
ハ
、
和
歌
ハ
言
辞
ノ
道
也
。
心
ニ
オ
モ
フ
事
ヲ
、
ホ
ド
ヨ
ク
イ
ヒ

ツ
ゞ
ク
ル
道
也
。
心
ニ
オ
モ
フ
事
ヲ
、
ア
リ
ノ
マ
ゝ
ニ
オ
モ
フ
ト
ヲ
リ

ニ
イ
ヘ
バ
、
歌
ヲ
ナ
サ
ズ
。
歌
ヲ
ナ
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ト
ル
ニ
タ
ラ
ザ

ル
ア
シ
キ
歌
也
。
サ
レ
バ
ズ
イ
ブ
ン
辞
ヲ
ト
ゝ
ノ
フ
ベ
キ
也
。
コ
ト
バ

サ
ヘ
ウ
ル
ハ
シ
ケ
レ
バ
、
意
ハ
サ
ノ
ミ
フ
カ
ゝ
ラ
ネ
ド
モ
、
自
然
ト
コ

ト
バ
ノ
美
シ
キ
ニ
シ
タ
ガ
フ
テ
、
意
モ
フ
カ
ク
ナ
ル
也
。
フ
カ
キ
情
モ

コ
ト
バ
ア
シ
ケ
レ
バ
、
反
対
テ
浅
ク
キ
コ
ユ
ル
也
（〔
三
六
〕）。

「
和
歌
ハ
言
辞
ノ
道
也
。
心
ニ
オ
モ
フ
事
ヲ
、
ホ
ド
ヨ
ク
イ
ヒ
ツ
ゞ
ク
ル

（
�
）

道
也
」、
小
林
秀
雄
が
幾
度
も
強
調
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
ま
さ
に
宣
長
歌

学
の
真
骨
頂
で
あ
っ
た
。
あ
り
の
ま
ま
の
「
心
」
を
詠
ん
で
も
「
詞
」
が
麗

し
く
な
か
っ
た
ら
よ
い
歌
に
は
な
ら
ぬ
旨
、
宣
長
は
後
々
ま
で
も
主
張
し
続

け
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
近
世
の
堂
上
歌
壇
の
伝
授
思
想
で
は
、
儒
教
の
影

響
も
あ
っ
て
「
ま
こ
と
（
誠
）」
を
軸
と
し
た
「
心
」
が
重
視
さ
れ
る
の
が

主
流
で
あ
っ
た
。
桜
町
天
皇
に
「
心
誠
に
染
ぬ
れ
ば
、
わ
が
歌
、
意
も
、
句

つ
ゞ
き
も
、
た
け
も
、
優
美
に
な
り
て
、
自
然
に
詞
ふ
る
き
を
用
ゐ
、
風
体

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座

一
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も
堪
能
の
秀
歌
に
な
ら
ひ
て
、
お
も
し
ろ
き
境
に
至
る
也
」（『
烏
丸
光
栄
歌

道
教
訓
』）
と
進
言
す
る
烏
丸
光
栄
は
、「
歌
は
神
代
の
道
な
れ
ば
、
神
道
を

あ
が
む
る
事
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
仏
法
、
又
崇
敬
す
べ
し
。
玄
旨
（
細
川
幽

斎＝

筆
者
注
）
云
、「
不
通
仏
心
者
、
達
歌
道
亦
難
（
ぶ
つ
し
ん
に
つ
う
ぜ

ざ
る
も
の
、
か
だ
う
に
た
つ
す
る
こ
と
ま
た
か
た
し
）」。
此
故
に
、
光
広

卿
、
禅
宗
と
な
る
。
志
の
深
き
事
、
み
る
べ
し
。
儒
教
、
尤
一
々
和
歌
の
修

（
�
）

行
に
通
ず
。
い
づ
れ
も
違
背
す
る
事
な
し
」（
同
）
と
あ
る
よ
う
に
、
三
教

一
致
論
を
基
に
し
た
り
禅
の
心
に
も
通
じ
る
よ
う
な
「
誠
」
を
支
え
に
し
た

人
で
も
あ
っ
た
。「
ま
こ
と
」
を
軸
と
し
た
「
心
」
重
視
は
、
賀
茂
真
淵
の

「
真
心
」
論
や
小
沢
蘆
庵
の
「
た
だ
こ
と
歌
」
も
共
有
す
る
流
れ
で
あ
っ
た

か
ら
、
宣
長
は
あ
え
て
そ
れ
に
乗
ら
ず
「
詞
」
重
視＝

「
言
辞
ノ
道
」
を
貫

い
た
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
橋
俊
和
『
本
居
宣
長
の
歌
学
』
に
よ
る
と
、
宣
長
の
と
り

あ
え
ず
依
拠
し
た
二
条
派
歌
学
で
は
、
堂
上
と
地
下
と
の
間
に
微
妙
な
ズ
レ

が
生
じ
て
い
た
ら
し
い
。
若
き
宣
長
が
入
門
し
た
森
川
章
尹
は
冷
泉
家
中
興

の
祖
と
呼
ば
れ
た
冷
泉
為
村
門
で
あ
っ
た
が
、
為
村
は
儒
教
道
徳
に
裏
打
ち

さ
れ
た
「
誠
」
を
宣
揚
し
て
い
た
。
し
か
し
、
細
川
幽
斎
↓
松
永
貞
徳
↓
望

月
長
孝
↓
平
間
長
雅
↓
有
賀
長
伯
と
続
く
地
下
の
流
れ
は
、
堂
上
に
追
従
し

て
「
誠
」
論
・
教
戒
説
を
継
承
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
和
歌
の
実
作
に
関
す

る
技
術
論
を
き
わ
め
て
重
視
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
同
じ
二
条
派
で
も
、
地

下
は
堂
上
が
詠
歌
理
念
と
し
た
「
心
」
の
「
誠
」
を
中
心
と
し
た
詠
歌
法
か

ら
「
詞
」
を
中
心
と
し
た
詠
歌
法
へ
と
重
心
を
移
行
し
て
い
く
、
そ
の
過
程

（
�
）

に
宣
長
も
い
る
、
と
も
指
摘
す
る
。
因
み
に
宣
長
は
、
上
京
中
の
宝
暦
六
年

〜
七
年
に
有
賀
長
川
（
長
伯
の
子
）
の
月
次
会
に
参
加
し
て
い
た
。
若
き
宣

長
が
、「
詞
」
を
重
視
し
「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
」
べ
く
表
現
技
巧
を
磨
く

と
こ
ろ
に
新
た
な
立
場
を
見
出
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

三

和
歌
史
の
叙
述

さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
現
状
の
「
本
ヲ
知
ル
」
こ
と
が
若
き
宣
長
の

ス
タ
ン
ス
だ
っ
た
が
、『
排
蘆
小
船
』
の
特
徴
は
、
そ
の
た
め
に
独
自
の
視

座
か
ら
和
歌
史
の
叙
述
を
試
み
た
こ
と
に
あ
る
。〔
五
九
〕
の
「
歴
代
変
化
」

と
題
す
る
項
に
注
目
し
た
い
。
宣
長
は
、
記
紀
の
歌
に
関
し
、「
思
フ
心
ヲ

ノ
ブ
ル
マ
デ
ノ
事
ニ
シ
テ
、
巧
ミ
テ
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
ヤ
ウ
ノ
事
ハ
ナ
」

く
「
ミ
ナ
思
フ
心
ヲ
タ
ネ
ト
シ
テ
自
然
ニ
ヨ
メ
ル
也
」
と
す
る
が
、
そ
の
中

に
も
自
然
と
歌
の
巧
拙
は
あ
る
と
い
う
。
万
葉
集
の
時
代
に
な
る
と
、「
ヨ

キ
歌
ヨ
マ
ム
ト
タ
ク
ム
心
」
が
優
っ
て
き
て
「
マ
コ
ト
ノ
情
ハ
次
第
ニ
消
ズ

ル
ヤ
ウ
ニ
」
な
り
、
歌
の
巧
拙
が
明
瞭
と
な
り
柿
本
人
麻
呂
や
山
部
赤
人
の

よ
う
な
名
手
も
出
現
し
た
と
す
る
。
宣
長
は
こ
れ
を
「
自
然
ノ
勢
」
と
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
詠
む
素
朴
さ
が
次
第
に
消
え
て
よ
く
詠
も

う
と
し
て
技
巧
を
求
め
る
推
移
が
、
自
然
の
流
れ
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
す
で
に
神
代
の
歌
に
も
善
悪
巧
拙
が
見
出
さ
れ
る
。
続
い
て
、

万
葉
集
の
頃
に
は
「
真
ノ
情
」
を
詠
む
の
と
技
巧
性
と
が
半
々
で
あ
っ
た

が
、
後
者
が
次
第
に
長
じ
て
遂
に
「
歌
道
」
と
い
う
一
つ
の
道
に
な
っ
た
と

い
う
。「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
」
た
め
の
表
現
技
巧
の
発
達
と
い
う
視
座
か

ら
「
歌
道
」
の
成
立
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
こ
の
展
開
を
「
自
然
の

二
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勢
」
と
す
る
の
だ
か
ら
、
真
淵
の
よ
う
な
、
後
世
の
技
巧
歌
を
万
葉
的
な

「
真
心
」
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
結
果
と
し
て
否
定
的
に
捉
え
る
の
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
。
一
方
的
に
否
定
す
る
代
わ
り
に
、「
歌�

道�

」
と�

い�

う�

も�

の�

が�

ど�

の�

よ�

う�

に�

し�

て�

成�

立�

し�

た�

か�

と�

い�

う�

経�

緯�

、
成�

立�

の�

あ�

り�

方�

に
こ
だ
わ

る
思
考
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
古
今
集
の
時
代
に
言
及
す
る
。

延
喜
ニ
至
リ
テ
、
此
道
大
ニ
行
ハ
レ
、
ハ
ジ
メ
テ
撰
集
セ
ラ
レ
タ
ル
古

ヘ

今
集
ナ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
和
歌
ノ
道
ニ
ヲ
キ
テ
、
第
一
ニ
古
ノ
風
體
ヲ
ミ
、

ヨ
キ
歌
ノ
サ
マ
ヲ
マ
ナ
ブ
ニ
、
此
古
今
集
ヲ
以
テ
規
矩
ト
ス
ル
事
、
末

ケ

代
迄
カ
ハ
ル
事
ナ
シ
。
万
葉
ハ
公
ノ
事
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ウ
ヘ
ニ
、
撰
ビ
タ

ル
モ
ノ
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
タ
ゞ
私
ニ
聞
書
ノ
ヤ
ウ
ニ
カ
キ
ア
ツ
メ
タ
ル
モ

ノ
ナ
レ
ハ
、
善
悪
混
ジ
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
取
リ
ガ
タ
キ
事
多
シ
。

延
喜
時
代
の
古
今
集
の
編
纂
が
、「
歌
道
」
の
大
い
に
盛
ん
と
な
っ
た
時

期
と
さ
れ
る
。「
歌
道
」
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
」

た
め
の
表
現
技
巧
の
発
達
が
も
た
ら
し
た
自
然
の
流
れ
に
即
し
て
成
立
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
が
、
古
今
集
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
加
え
て
古

今
集
に
特
筆
す
べ
き
は
、
初
め
て
の
勅
撰
和
歌
集
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
朝

廷
の
権
威
に
よ
っ
て
「
公
ノ
事
」
に
な
っ
た
わ
け
で
、
こ
こ
が
「
私
ニ
聞
書

ノ
ヤ
ウ
ニ
カ
キ
ア
ツ
メ
タ
ル
」
万
葉
集
と
の
決
定
的
な
相
違
な
の
で
あ
る
。

ご
く
単
純
に
考
え
れ
ば
、
古
今
集
は
万
葉
集
と
違
っ
て
わ
が
国
初
の
勅
撰
集

だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、『
排
蘆
小
船
』
は
こ
の
事
態
を
「
歌
道
」
の
精

粋
と
位
置
づ
け
る
わ
け
で
あ
る
。「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
」
視
座
か
ら
、
勅

撰
集
で
あ
る
こ
と
の
意
味
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
自
然
ノ

勢
」
に
よ
っ
て
必
然
的
に
訪
れ
た
和
歌
史
の
栄
誉
な
の
で
あ
る
。
宣
長
は
あ

く
ま
で
、
己
の
視
座
か
ら
み
た
場
合
、
勅
撰
集
で
あ
る
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
る
。
そ
し
て
、
朝
廷
主
催
に
な
っ
て
は
じ

め
て
後
世
人
に
と
っ
て
の
歌
の
「
規
矩
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

後
撰
集
は
古
今
集
に
は
及
ば
な
い
が
歌
の
様
が
よ
く
精
撰
さ
れ
て
い
る
、

拾
遺
集
は
撰
に
難
が
あ
る
が
時
代
の
風
潮
が
よ
か
っ
た
と
評
し
、
古
今
集
と

併
せ
て
三
代
集
と
呼
ば
れ
後
世
ま
で
「
歌
道
ノ
眼
」
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
殊
に
古
今
集
と
後
撰
集
は
、「
歌
道
ノ
サ
カ
ン
ナ
ル
世
ニ
ア
タ
リ
テ
、

天
下
ノ
名
人
タ
ル
人
ノ
ア
ツ
マ
リ
テ
、
公
事
ニ
テ
ア
ツ
メ
エ
ラ
ビ
タ
レ
バ
、

尤
用
ユ
ヘ
キ
集
也
」
と
、
念
を
押
し
て
い
る
。
や
は
り
、『
排
蘆
小
船
』
の

「
歌
道
」
に
と
っ
て
は
、
勅
撰
集
と
し
て
朝
廷
主
催
の
「
公
事
」
に
な
っ
た

と
い
う
事
実
が
発
展
の
大
き
な
証
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
宣
長
は
新
古
今
集
を
最
も
高
く
評
価
し
た
と
よ
く
い
わ
れ
る
が
、

右
の
流
れ
に
お
い
て
は
新
古
今
集
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
。

サ
テ
新
古
今
ハ
、
此
道
ノ
至
極
セ
ル
処
ニ
テ
、
此
上
ナ
シ
。（
中
略
）

凡
万
ノ
事
ナ
ニ
事
モ
、
世
々
ヲ
ヘ
テ
全
備
ス
ル
事
也
。
聖
人
ノ
ヲ
シ
ヘ

ナ
ト
モ
、
三
代
ノ
聖
人
ヲ
ヘ
テ
、
周
ニ
至
テ
全
備
セ
ル
ゴ
ト
ク
ニ
、
此

道
モ
世
々
ヲ
ヘ
テ
、
新
古
今
ニ
至
テ
全
備
シ
タ
レ
バ
、
此
上
ヲ
カ
レ
コ

レ
云
ハ
邪
道
也
。（
中
略
）
此
時
君
モ
臣
モ
マ
コ
ト
ニ
身
ヲ
ア
ハ
セ
タ

ル
時
ニ
テ
、
ワ
レ
モ
�
�
ト
粉
骨
ヲ
ツ
ク
ス
ホ
ド
ニ
、
名
人
多
キ
事

モ
、
此
時
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
。

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座

二
一



儒
者
荻
生
徂
徠
の
「
聖
人
の
道
」
が
三
代
の
聖
人
を
経
て
全
備
し
た
と
す
る

説
（『
弁
明
』
上
「
道
」
な
ど
）
を
媒
介
と
し
て
、
新
古
今
集
に
至
っ
て

「
歌
道
」
は
全
備
し
た
と
説
く
。
ど
の
よ
う
な
意
味
で
「
全
備
」
か
と
い
う

と
、「
こ
の
時
君
モ
臣
モ
マ
コ
ト
ニ
身
ヲ
ア
ハ
セ
タ
ル
時
ニ
テ
、
ワ
レ
モ

�
�
ト
粉
骨
ヲ
ツ
ク
ス
ホ
ド
ニ
、
名
人
多
キ
事
モ
、
此
時
ニ
シ
ク
ハ
ナ
シ
」

と
い
う
状
況
、
す
な
わ
ち
朝
廷
を
中
心
と
し
た
「
公
事
」
と
な
っ
て
「
ヨ
ク

ヨ
マ
ム
」
と
し
て
高
度
な
表
現
技
巧
を
凝
ら
す
名
人
た
ち
が
競
合
す
る
最
高

の
時
代
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
新
古
今
集
を
最
高
の
歌
集
と
す
る
宣
長
が
、
同
時
に
次
の
よ

う
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
こ
と
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
留
意
し

た
い
。新

古
今
ガ
コ
ノ
道
ノ
至
極
頂
上
ニ
シ
テ
、
歌
ノ
風
体
ノ
全
備
シ
タ
ル
処

ナ
レ
バ
、
後
世
ノ
歌
ノ
善
悪
勝
劣
ヲ
ミ
ル
ニ
、
新
古
今
ヲ
的
ニ
シ
テ
、

此
集
ノ
風
ニ
似
タ
ル
ホ
ト
ガ
ヨ
キ
也
。
サ
テ
ソ
ノ
新
古
今
ニ
似
タ
ル
ヲ

ヨ
マ
ム
ト
ス
ル
学
問
ニ
、
新
古
今
ヲ
ヒ
タ
ス
ラ
ミ
ル
ハ
ア
シ
シ
。
新
古

今
ニ
似
セ
ン
ト
シ
テ
、
コ
ノ
集
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ム
時
ハ
、
玉
葉
風
雅
ノ
風
ニ

オ
ツ
ル
也
。（
中
略
）
サ
テ
新
古
今
ニ
少
シ
ニ
テ
モ
似
ヨ
リ
テ
、
ヨ
キ

歌
ヲ
ヨ
マ
ム
ト
ナ
ラ
バ
、
三
代
集
ヲ
ズ
イ
ブ
ン
学
ブ
ベ
シ
。
コ
レ
肝
要

也
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
新
古
今
時
代
ノ
名
人
、
イ
ヅ
レ
モ
ミ
ナ
三
代
集
ヲ

手
本
ニ
シ
テ
ヨ
メ
ル
中
ニ
モ
、
定
家
卿
ノ
ヲ
シ
ヘ
ニ
、
心
ヲ
古
風
ニ
ソ

メ
ヨ
、
三
代
集
ヲ
手
本
ニ
セ
ヨ
ト
ノ
事
也
。
三
代
集
ヲ
ヨ
ク
�
�
マ
ナ

ベ
バ
、
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
風
体
ヨ
ク
シ
テ
、
新
古
今
ニ
似
ヨ
リ
タ
ル
歌
ニ
ナ

ル
也
。
即
ソ
ノ
時
代
ノ
人
々
ガ
証
拠
也
。

歌
の
風
体
は
新
古
今
集
に
似
る
の
が
よ
い
と
し
な
が
ら
、
新
古
今
集
に
似

せ
よ
う
と
し
て
そ
の
風
体
を
意
識
的
に
模
倣
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
模
倣
し

た
ら
異
風
と
し
て
評
価
で
き
な
い
玉
葉
集
、
風
雅
集
の
風
体
に
陥
っ
て
し
ま

う
、
と
い
う
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
定
家
の
教
え
の
如
く
三
代
集
を
ひ
た

す
ら
学
ぶ
こ
と
だ
と
強
調
す
る
。
三
代
集
を
し
っ
か
り
学
べ
ば
、
自
然
と
新

古
今
風
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
新
古
今
集
時
代
の
人
が
三
代
集
を
徹
底
し
て

学
ん
だ
と
い
う
事
実
が
、
何
よ
り
の
証
拠
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

記
述
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。『
排
蘆
小
船
』
は
、

新
古
今
集
を
尊
崇
す
る
と
い
っ
て
も
、
結
果
と
し
て
の
歌
集
自
体
で
は
な

く
、
理
想
の
歌
集
が
で
き
た
経
緯
と
い
う
か
、「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
」
と
し
て
表

現
技
巧
を
日
々
磨
い
た
そ
の
歌
作
態
度
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
が
わ
か

（

）る。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
」
と
す
る
「
自
然
ノ
勢
」
に
沿
っ

て
三
代
集
が
和
歌
の
規
範
と
な
っ
た
の
だ
が
、
新
古
今
集
の
歌
人
た
ち
が
み

ご
と
に
三
代
集
へ
の
習
熟
を
実
践
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
の
は
、「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
」
と
し
て
表�

現�

技�

巧�

を�

磨�

く�

言�

語�

実�

践�

者�

の�

位�

相�

で
は
な
い
か
。『
排
蘆
小
船
』
で
重
視
さ
れ
る
定
家
『
詠
歌
大

概
』
冒
頭
の
「
情
以
レ

新
為
レ

先
、「
詞
以
レ

旧
可
レ

用
」「
常
観
念
二

古
歌
之
景

気
一

可
レ

染
レ

心
」、
末
尾
の
「
和
歌
無
二

師
匠
一

只
以
二

旧
歌
一

為
レ

師

染
二

心

於
古
風
一

習
二

詞
於
先
達
一

者

誰
人
不
レ

詠
レ

之
哉
」
の
三
句
こ
そ
が
、
そ

の
位
相
を
よ
く
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
二



新
古
今
集
以
後
の
「
歌
道
」
に
な
る
と
、「
家
」
制
度
が
出
て
く
る
。「
歌

道
」
に
お
い
て
「
家
」
と
い
う
こ
と
は
意
味
が
な
い
の
だ
が
、
藤
原
俊
成
卿

が
藤
原
基
俊
の
弟
子
に
な
っ
て
詠
歌
法
や
古
語
解
釈
に
つ
い
て
学
び
そ
れ
を

定
家
卿
に
伝
え
た
か
ら
「
家
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

「
定
家
卿
ハ
、
家
ノ
伝
ヘ
ニ
ヨ
リ
テ
名
人
ナ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
自
然
ノ
歌
仙

也
」
と
、
定
家
の
偉
大
さ
は
「
家
」
と
は
無
関
係
で
「
自
然
ノ
歌
仙
」、
す

な
わ
ち
「
歌
道
」
の
本
来
性
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

為
家
卿
の
と
き
か
ら
二
条
家
、
冷
泉
家
な
ど
の
「
家
」
が
固
ま
っ
て
「
歌

道
」
は
衰
退
し
、「
カ
ナ
シ
イ
哉
�
�
」
と
嘆
く
し
か
な
い
。
た
だ
、
そ
の

場
合
で
も
、「
家
」
へ
の
単
な
る
否
定
を
繰
り
返
す
の
で
は
な
い
。
そ�

の�

成�

立�

の�

経�

緯�

・
事�

情�

を�

見�

究�

め�

よ�

う�

と�

す�

る�

視�

座�

、
叙�

述�

の�

仕�

方�

が
特
徴
で
あ

る
。
考
え
て
み
れ
ば
、「
家
」
の
成
立
も
、「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
」
と
す
る
「
自
然

ノ
勢
」
の
過
程
で
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
嘆
か
わ
し
い
「
家
」
制
度
が
で
き

た
か
ら
と
い
っ
て
、「
歌
道
」
の
本
来
性
を
す
べ
て
消
し
去
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
後
の
和
歌
史
の
叙
述
を
み
る
と
、『
排
蘆
小
船
』
の
宣
長
は
、
あ

く
ま
で
「
歌
道
」
の
推
移
を
見
届
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
条
家
の
頓
阿
の
と
き
よ
り
）
カ
ノ
（
為
兼
の
）
異
風
ノ
ス
タ
レ
テ
、

天
下
正
風
ニ
ナ
レ
ル
ト
云
マ
デ
ニ
テ
、
サ
ノ
ミ
歌
ノ
マ
ヘ
マ
ヘ
ニ
マ
サ

リ
タ
ル
事
ハ
ミ
エ
ズ
。
後
世
ノ
人
々
ハ
コ
ノ
味
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ
ズ
シ
テ
、

タ
ゝ
此
時
ニ
歌
ノ
ス
グ
レ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
覚
ヘ
テ
、
頓
阿
ノ
歌
ヲ
コ
ト
ニ

賞
ス
ル
ハ
、
少
シ
心
得
タ
ガ
ヒ
ア
ル
也
。
カ
ノ
異
風
ヲ
シ
リ
ゾ
ケ
テ
、

正
風
ニ
カ
ヘ
セ
シ
ハ
頓
阿
ノ
チ
カ
ラ
ナ
レ
ド
モ
、
ソ
ノ
頓
阿
ノ
歌
ト
テ

モ
ア
シ
ク
ハ
ア
ラ
ネ
ド
、
サ
キ
�
�
ノ
人
々
ニ
マ
サ
レ
ル
ホ
ド
ノ
事
ハ

ミ
エ
ズ
。
シ
カ
ル
ヲ
今
ハ
カ
ノ
中
興
ノ
歌
ト
テ
、
頓
阿
ノ
歌
ヲ
バ
、
定

家
家
隆
ノ
歌
ニ
モ
マ
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
思
フ
ハ
ア
ヤ
マ
リ
也
。（
中
略
）
ソ

ノ
比
ノ
ス
グ
レ
タ
ル
歌
ト
云
ハ
、
オ
ト
ロ
ヘ
タ
ル
中
ニ
テ
ス
グ
レ
タ
ル

也
。

宣
長
は
、
和
歌
の
道
に
入
り
始
め
た
頃
、
二
条
家
末
流
の
法
幢
和
尚
に
な
ら

っ
た
と
い
う
こ
と
、
頓
阿
の
『
草
庵
集
』
を
評
釈
し
た
『
草
庵
集
玉
箒
』
を

著
し
て
い
る
こ
と
で
、
一
応
二
条
派
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
頓
阿
の
位
置
づ
け
に
関
し
、『
排
蘆
小
船
』
は
い
さ
さ
か
理
屈
っ
ぽ
い
。

そ
も
そ
も
、『
排
蘆
小
船
』
で
は
、
頓
阿
が
出
て
く
る
前
史
を
以
下
の
よ
う

に
記
す
。
亀
山
院
後
宇
多
院
後
醍
醐
院
は
二
条
家
の
歌
風
で
、
伏
見
院
後
伏

見
院
花
園
院
は
京
極
為
兼
の
歌
風
で
玉
葉
風
雅
と
い
う
悪
し
き
歌
集
を
生
ん

だ
。
が
、
二
条
家
は
正
風
を
失
わ
ず
、
為
世
為
藤
為
定
と
続
け
て
勅
撰
が
あ

っ
た
。
後
光
厳
院
は
伏
見
院
の
皇
統
だ
っ
た
が
、
二
条
良
基
の
進
言
を
受
け

入
れ
二
条
家
の
正
風
と
な
っ
た
・
・
・
と
。

頓
阿
の
功
績
で
、
為
兼
の
異
風
が
廃
れ
て
天
下
は
二
条
家
の
「
正
風
」
に

復
し
た
と
い
う
わ
け
だ
が
、
宣
長
は
、
後
世
の
歌
人
た
ち
が
頓
阿
の
歌
自
体

を
称
賛
す
る
の
に
は
賛
同
し
な
い
、
と
こ
だ
わ
り
を
み
せ
る
。
頓
阿
は
あ
く

ま
で
「
異
風
」
を
退
け
て
「
正
風
」
に
復
し
た
と
い
う
点
に
意
義
が
あ
る
の

で
あ
り
、
彼
の
歌
が
定
家
や
家
隆
に
勝
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
混
同

す
る
な
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
評
さ

れ
る
頓
阿
の
位
置
づ
け
が
、
念
を
押
す
か
の
よ
う
に
、「
ソ
ノ
比
ノ
ス
グ
レ

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座
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タ
ル
歌
ト
云
ハ
、
オ
ト
ロ
ヘ
タ
ル
中
ニ
テ
ス
グ
レ
タ
ル
也
」
と
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
頓
阿
の
時
代
は
全
体
と
し
て
「
歌
道
」
は
衰
退
の
時
期
に
入

っ
て
い
た
た
め
、
功
績
が
あ
っ
て
も
「
オ
ト
ロ
ヘ
タ
ル
中
ニ
テ
ス
グ
レ
タ
ル

也
」
と
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
衰
退
の
時

期
だ
と
い
う
捉
え
方
の
生
じ
る
宣
長
の
認
識
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
単

に
衰
退
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
な
お
「
ス
グ
レ
タ
ル

歌
」
と
し
て
頓
阿
の
作
を
見
出
す
。
ど
の
よ
う
な
時
代
で
も
「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム

ト
ス
ル
」
べ
く
表
現
技
巧
を
磨
く
、
い
わ
ば
「
歌
道
」
実
践
者
の
位
相
は
見

逃
す
ま
い
と
す
る
宣
長
独
特
の
評
価
だ
。

『
排
蘆
小
船
』
は
、
そ
の
後
二
条
家
は
家
断
絶
、
冷
泉
家
に
は
人
材
無
し

の
な
か
で
も
為
重
の
奮
闘
で
新
後
拾
遺
集
、
新
続
古
今
集
は
飛
鳥
井
雅
世
撰

と
何
と
か
続
い
た
が
、
二
十
一
代
集
で
勅
撰
は
絶
え
た
と
記
す
。
勅
撰
集
の

途
絶
え
に
よ
っ
て
、
東
野
常
縁
に
よ
る
古
今
伝
授
が
登
場
し
、
宗
祇
に
伝
え

ら
れ
た
り
し
て
広
が
っ
て
い
く
の
だ
が
、
頓
阿
の
頃
に
も
古
今
伝
授
は
な
か

っ
た
の
に
宗
祇
も
欺
か
れ
て
・
・
・
、
と
慨
嘆
す
る
。
た
だ
、
古
今
伝
授
が

浸
透
し
て
い
っ
た
頃
の
歌
人
と
し
て
、
逍
遥
院
西
三
条
実
隆
の
位
置
づ
け
は

興
味
深
い
。

ソ
ノ
コ
ロ
西
三
条
殿
逍
遥
院
実
隆
公
、
和
漢
ノ
才
ア
リ
テ
、
コ
ト
ニ
歌

学
ニ
達
シ
、
詠
歌
モ
ス
グ
レ
玉
ヘ
リ
。
此
人
マ
コ
ト
ニ
歌
道
ノ
中
興
ニ

シ
テ
、
今
ニ
至
ル
マ
デ
仰
ギ
信
ズ
ル
事
カ
ハ
ラ
ズ
。
此
人
専
ラ
二
条
家

ノ
正
風
ヲ
タ
ツ
ル
ト
云
事
ヲ
名
ト
シ
テ
、
専
ラ
ヨ
ミ
玉
ヘ
リ
。
サ
レ
バ

コ
レ
ヲ
二
条
家
ノ
歌
道
ノ
中
興
ト
申
ス
也
。
サ
レ
ド
モ
コ
レ
ヲ
二
条
家

ノ
中
興
ト
云
ハ
ア
ヤ
マ
リ
也
。
此
人
ハ
歌
道
ノ
中
興
ト
コ
ソ
云
ベ
ケ

レ
。
カ
ノ
頓
阿
ノ
コ
ロ
ハ
、
異
風
ノ
流
ア
リ
テ
、
二
条
家
オ
ト
ロ
ヘ
シ

ヲ
、
ソ
ノ
異
風
ヲ
シ
リ
ゾ
ケ
テ
、
二
条
家
ノ
風
ヲ
オ
コ
シ
タ
レ
バ
コ

ソ
、
二
条
家
ノ
中
興
ト
ハ
イ
ヘ
、
逍
遥
院
殿
ノ
コ
ロ
ハ
、
ス
ベ
テ
歌
道

ノ
オ
ト
ロ
ヘ
テ
、
異
風
モ
正
風
モ
ナ
ケ
レ
バ
、
何
家
ト
云
事
ア
ル
ヘ
カ

ラ
ズ
、
タ
ゞ
歌
道
ノ
中
興
也
。

「
異
風
」
を
退
け
て
二
条
家
の
「
正
風
」
を
取
り
戻
し
た
頓
阿
は
「
二
条

家
の
中
興
」
と
い
っ
て
よ
い
が
、
逍
遥
院
は
「
歌
道
ノ
中
興
」
と
呼
ぶ
べ
き

で
あ
る
と
い
う
。
逍
遥
院
の
頃
は
、
二
条
家
は
す
で
に
断
絶
し
「
異
風
」
も

「
正
風
」
も
存
在
せ
ず
「
歌
道
」
そ
の
も
の
が
衰
退
し
て
い
た
か
ら
だ
。
だ

か
ら
、
そ
の
尽
力
は
あ
く
ま
で
「
歌
道
ノ
中
興
」
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
古
今
伝
授
と
の
関
連
で
、
逍
遥
院
を
次
の
よ
う
に
評
し
て
い

る
。
逍
遥
院
は
、
学
才
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
古
今
伝
授
を
信
じ
た
こ
と

で
二
条
家
中
興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
残
念
だ
。
細
川
幽
斎
が
田
辺

城
で
囲
ま
れ
た
と
き
、
古
今
伝
授
が
絶
え
る
こ
と
を
嘆
い
た
天
皇
が
、
烏
丸

光
広
卿
や
西
三
条
実
条
卿
な
ど
を
遣
わ
し
て
古
今
伝
授
を
受
け
た
。「
コ
ゝ

ニ
於
テ
、
ツ
イ
ニ
カ
ノ
古
今
伝
授
ト
云
事
、
公
事
ニ
ナ
リ
キ
ハ
マ
レ
リ
」。

古
今
伝
授
が
全
面
的
に
「
公
事
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
。
以
後

は
、
逍
遥
院
を
「
中
興
開
山
」
と
仰
い
だ
「
家
」、
古
今
伝
授
の
展
開
す
る

時
代
と
な
っ
た
と
す
る
。
や
が
て
こ
の
流
れ
は
、
後
水
尾
天
皇
の
と
き
に

「
天
子
ノ
御
伝
授
」
と
な
り
、
歌
の
良
し
悪
し
よ
り
も
伝
授
が
中
心
と
な
っ

て
「
歌
道
」
の
大
な
る
衰
退
を
招
い
た
と
い
う
。
宣
長
に
し
て
み
れ
ば
、
不
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本
意
だ
け
れ
ど
「
公
事
」
と
し
て
朝
廷
の
重
典
に
な
っ
た
以
上
敬
意
を
表
す

る
し
か
な
い
、
と
い
う
時
代
が
生
じ
た
わ
け
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
叙
述
を
み
る
と
、
古
今
伝
授
や
「
家
」
が
「
い
つ
頃
、
ど
の

よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
」
と
い
う
問
題
に
執
拗
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
単
な
る
否
定
の
言
説
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
一
見
瑣
末
に
み
え

る
頓
阿
と
の
違
い
に
し
て
も
、
宣
長
に
と
っ
て
は
、「
歌
道
」
の
衰
退
の
流

れ
に
あ
り
つ
つ
も
│
│
否
あ
る
か
ら
こ
そ
逆
に
│
│
そ
の
一
齣
と
し
て
「
歌

道
の
中
興
」
者
た
る
逍
遥
院
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

四
「
今
」
の
浮
上

右
の
よ
う
な
い
さ
さ
か
屈
折
し
た
和
歌
史
を
叙
述
す
る
『
排
蘆
小
船
』
の

基
本
的
視
座
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
で
考
え
て
み
よ
う
。「
ヨ
ク

ヨ
マ
ム
」
と
技
巧
を
凝
ら
し
や
が
て
「
歌
道
」
が
成
立
す
る
過
程
を
「
自
然

ノ
勢
」
と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
そ
う
し
た
考
え
の
根
底
に
は

「
人
ノ
情
」
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
認
識
が
あ
っ
た
。
宣
長
は
、『
排
蘆
小

船
』〔
四
二
〕
で
「
夫
和
歌
ノ
本
然
ト
云
モ
ノ
ハ
、
又
神
代
ヨ
リ
万
々
歳
ノ

末
マ
テ
モ
カ
ハ
ラ
ヌ
ト
云
処
ア
リ
テ
、
人
為
ノ
及
バ
ヌ
ト
コ
ロ
、
天
地
自
然

ノ
事
也
」
と
述
べ
、
和
歌
の
本
来
性
を
人
為
の
及
ば
ぬ
「
天
地
自
然
」
の
次

元
に
属
す
る
も
の
だ
と
し
た
が
、
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
詳
述
す
る
。

ト
カ
ク
歌
ハ
人
ノ
情
サ
ヘ
カ
ハ
リ
ユ
ケ
バ
、
ソ
レ
ニ
ツ
レ
テ
カ
ハ
リ
変

ス
ル
、
コ
レ
イ
ヤ
ト
イ
ハ
レ
ヌ
天
地
自
然
ノ
道
理
也
。
シ
カ
ル
ニ
上
古

ハ
人
ノ
心
ス
ナ
ホ
ニ
テ
、
イ
ツ
ハ
リ
カ
ザ
ル
事
ナ
ケ
レ
バ
、
歌
モ
己
ガ

分
量
ヲ
イ
デ
ズ
、
ソ
ノ
身
ノ
上
ニ
テ
思
フ
事
ヲ
、
ア
リ
ノ
マ
ゝ
ニ
ヨ
ミ

出
シ
モ
ノ
也
。（
中
略
）
シ
カ
ル
ニ
世
ダ
ン
�
�
末
ニ
ナ
リ
、
後
世
ニ

ナ
ル
ホ
ド
、
人
ノ
心
イ
ツ
ハ
リ
多
ク
、
思
フ
事
ヲ
ア
リ
ノ
マ
マ
ニ
モ
イ

ハ
ズ
、
ツ
ク
ロ
ヒ
カ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
ナ
リ
ユ
ク
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
、
歌
モ
又

イ
ツ
ハ
リ
多
ク
、
思
フ
事
ノ
ア
リ
テ
イ
ニ
ハ
ア
ラ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
、
ダ
ン

�
�
ナ
リ
ユ
ク
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
、
上
タ
ル
モ
ノ
ノ
ヨ
ミ
タ
ル
モ
、
下
タ

ル
モ
ノ
ノ
ヨ
メ
ル
モ
、
ワ
カ
レ
ガ
タ
ク
混
ジ
ユ
ク
也
。
コ
レ
ヲ
深
ク
考

リ

ヘ
ヌ
人
ハ
、
和
歌
ノ
衰
ヘ
ユ
ク
ト
思
フ
ハ
誤
也
。
コ
レ
又
カ
ノ
人
ノ
心

ノ
偽
多
ク
ナ
リ
ユ
ク
ニ
ツ
ル
ゝ
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
又
イ
ヤ
ト
モ
如
是
ナ
リ

ユ
ク
ハ
ヅ
ノ
自
然
ノ
道
理
ナ
リ
。
モ
シ
今
ノ
人
ノ
ヨ
ム
歌
モ
、
イ
ニ
シ

ヘ
ノ
如
ク
思
フ
事
ヲ
ア
リ
ノ
マ
ゝ
ニ
ヨ
ミ
出
テ
ハ
、
コ
レ
今
ノ
人
情
ニ

タ
ガ
ヒ
テ
、
自
然
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
ベ
シ
。
今
ハ
人
ノ
心
イ
ツ
ハ
リ
カ
ザ

チ

ル
事
多
ケ
レ
ハ
、
歌
モ
又
イ
ツ
ハ
リ
カ
ザ
ル
事
多
キ
ガ
、
即
人
情
風
俗

ニ
ツ
レ
テ
変
易
ス
ル
、
自
然
ノ
理
ニ
カ
ナ
フ
也
。
サ
レ
バ
コ
ノ
人
ノ
情

ニ
ツ
ル
ゝ
ト
云
事
ハ
、
万
代
不
易
ノ
和
歌
ノ
本
然
也
ト
シ
ル
ベ
シ
。
サ

レ
バ
今
ノ
世
ニ
テ
、
此
道
ニ
タ
ヅ
サ
ハ
リ
、
和
歌
ヲ
心
ガ
ク
ル
者
ハ
、

ト
カ
ク
マ
ヅ
今
ノ
人
情
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
、
イ
ツ
ハ
リ
カ
ザ
リ
テ
ナ
リ
ト

モ
、
随
分
古
ノ
歌
ヲ
マ
ナ
ビ
、
古
ノ
人
ノ
詠
ジ
タ
ル
歌
ノ
如
ク
ニ
ヨ
マ

ム
�
�
ト
心
ガ
ク
レ
ハ
、
ソ
ノ
中
ニ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
、
平
生
見
聞
ス
ル
古

歌
古
書
ニ
心
ガ
化
セ
ラ
レ
テ
、
古
人
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
情
態
ニ
モ
ウ
ツ
リ
化

ス
ル
モ
ノ
也
。

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座

二
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人
為
の
及
ば
ぬ
「
天
地
自
然
ノ
道
理
」
に
基
づ
く
「
和
歌
ノ
本
然
」
と

は
、「
人
ノ
情
ニ
ツ
ル
ゝ
ト
云
事
ハ
、
万
代
不
易
ノ
和
歌
ノ
本
然
也
ト
シ
ル

ベ
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
人
情
」
の
変
化
に
よ
っ
て
和
歌
も
変
わ
っ
て
い

く
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。「
古
へ
」
の
質
朴
さ
が
失
わ
れ
虚
飾
に
な
り

ゆ
く
「
後
世
」、
と
い
う
図
式
は
国
学
者
の
定
番
枠
組
み
と
い
っ
て
よ
い
が
、

和
歌
史
を
記
述
す
る
宣
長
は
、
こ
れ
を
「
和
歌
ノ
衰
へ
」
と
は
解
し
な
い
。

あ
く
ま
で
「
人
ノ
情
」
の
変
易
に
よ
る
も
の
で
和
歌
は
そ
れ
に
基
づ
い
た
だ

け
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
和
歌
と
い
う
も
の
を
既
成
の
評
価
軸
か
ら
一
度
切

り
離
し
、
あ
ら
た
め
て
己
の
確
信
す
る
「
人
ノ
情
」
と
い
う
視
座
か
ら
捉
え

直
し
和
歌
史
を
読
み
替
え
よ
う
と
す
る
態
度
だ
と
思
わ
れ
る
。
眼
前
の
堂
上

歌
壇
の
あ
り
方
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
る
者
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

作
り
に
関
連
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
も
、
国
学
の
定
番
に
反
し
て
、「
人
情
」
の
可
変
性
を
不
可
避
の
も

の
と
し
て
容
認
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
人
情
が
変
化
す
る
と
い
う
の
は
、

不
可
避
の
事
態
で
「
自
然
ノ
勢
」「
自
然
ノ
道
理
」
で
あ
る
。
後
世
で
は

「
古
へ
」
の
質
朴
さ
が
失
わ
れ
虚
飾
に
流
れ
る
形
で
人
情
が
変
易
し
た
と
し

て
も
、
そ
の
変
易
を
単
に
嘆
い
た
り
否
定
的
に
だ
け
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

変
易
す
る
こ
と
自
体
は
不
可
避
の
必
然
と
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
人
情
に
基
づ
く
歌
も
変
遷
す
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
不
可
避
で

必
然
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、
和
歌
史
を
み
る
と
、
ど
の
よ
う
に

し
て
理
想
の
歌
風
は
衰
退
し
て
い
っ
た
か
を
執
拗
に
追
っ
て
い
く
、
と
い
う

記
述
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
人
情
、
歌
風
が
衰
退
し
た
時
代
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
時
代
の
歌
人
た
ち
の
そ
れ
な
り
の
力
量
や
尽
力
の
跡
、
表
現
技
巧

を
磨
く
言
語
実
践
の
位
相
を
、
そ
の
時
代
の
歌
道
の
あ
り
方
と
し
て
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
和
歌
史
の
叙
述
は
、
必
然
的
に
「
今
ノ
人
情
」
と
い
う
当
代
性

を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。「
今
」
の
歌
人
と
し
て
ど
う
生
き
る
か
を
模

索
す
る
。
宣
長
は
、「
今
ノ
世
ニ
テ
、
此
道
ニ
タ
ヅ
サ
ハ
リ
、
和
歌
ヲ
心
ガ

ク
ル
者
ハ
、
ト
カ
ク
マ
ヅ
今
ノ
人
情
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
テ
、
イ
ツ
ハ
リ
カ
ザ
リ
テ

ナ
リ
ト
モ
、
随
分
古
ノ
歌
ヲ
マ
ナ
」
べ
、
と
い
う
。
た
と
え
当
初
は
偽
り
で

あ
っ
て
も
「
今
ノ
人
情
」
に
従
っ
て
古
歌
を
学
ぶ
こ
と
を
勧
め
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
平
生
見
聞
す
る
古
歌
古
書
に
心
が
化
せ
ら
れ
、
古
人
の
よ
う
な
情
態

に
化
し
て
い
く
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。「
言
辞
ノ
道
」
た
る
「
歌
道
」
に

お
け
る
、「
今
」
と
い
う
契
機
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

「
今
」
も
、「
自
然
ノ
勢
」「
自
然
ノ
理
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
不
可
避

の
も
の
だ
と
す
る
と
、
古
歌
を
学
ん
で
古
人
の
状
態
に
化
そ
う
と
奮
闘
す
る

当
世
の
歌
人
た
ち
は
、
和
歌
史
の
記
述
で
「
ヨ
ク
ヨ
マ
ム
ト
」
し
て
表
現
技

巧
を
磨
い
た
各
時
代
の
「
歌
道
」
実
践
者
と
同
じ
位
相
に
あ
る
こ
と
に
な

る
。
と
い
う
よ
り
、「
今
ノ
人
情
」
に
基
づ
い
た
歌
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
史
的
に
求
め
る
眼
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
の
が
、
各
時
代
の
「
歌
道
」

実
践
者
だ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。「
今
」
を
生
き
る
歌
詠
み
た
ち
も
、

三
代
集
に
習
熟
す
れ
ば
、
新
古
今
集
時
代
の
歌
人
た
ち
の
水
脈
に
位
置
す
る

こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、『
排
蘆
小
船
』〔
五
七
〕
で
今
の
歌

人
た
ち
に
求
め
た
次
の
よ
う
な
言
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

大
凡
今
ノ
歌
人
、
タ
ゞ
近
代
ノ
人
ノ
歌
ヲ
手
本
ニ
ス
ル
事
甚
ヨ
ロ
シ
カ

二
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ラ
ズ
。
古
ノ
歌
ノ
ス
グ
レ
タ
ル
ヲ
バ
サ
シ
ヲ
キ
テ
、
チ
カ
キ
世
ノ
歌
ヲ

ヒ
タ
モ
ノ
見
テ
、
ソ
レ
ニ
似
セ
ン
ト
ネ
ガ
フ
ハ
イ
ハ
レ
ナ
キ
事
也
。

ヘ

（
中
略
）
マ
ヅ
第
一
ソ
ノ
近
代
ノ
ヨ
キ
歌
ト
云
モ
、
古
ノ
歌
ヲ
マ
ナ
ビ

ヘ

ナ
ラ
フ
テ
ヨ
ミ
タ
ル
モ
ノ
也
。
サ
レ
バ
ソ
ノ
本
ニ
ツ
キ
テ
、
古
ノ
歌
ノ

風
体
ヨ
キ
ヲ
ミ
レ
バ
、
己
ガ
チ
カ
ラ
次
第
ニ
テ
、
近
代
ノ
ヤ
ウ
ナ
ル
歌

ハ
イ
ト
ヨ
ク
ヨ
マ
ル
ゝ
事
也
。
コ
ノ
理
ヲ
シ
ラ
ズ
シ
テ
、
近
代
ノ
ヨ
キ

歌
ヲ
ウ
ラ
ヤ
ミ
テ
、
ソ
レ
ヲ
手
本
ニ
セ
バ
、
必
ソ
レ
ヨ
リ
オ
ト
リ
タ
ル

歌
ナ
ラ
デ
ハ
イ
デ
ク
マ
ジ
キ
事
也
。
決
シ
テ
チ
カ
キ
世
ノ
歌
ノ
体
ヲ
ナ

ラ
フ
事
ナ
カ
レ
。
タ
ゞ
イ
ク
タ
ビ
モ
�
�
ム
カ
シ
ノ
歌
ヲ
ヨ
ク
�
�
ミ

テ
、
風
体
ヲ
ス
ナ
ヲ
ニ
ヨ
ム
ベ
シ
。

当
世
の
歌
人
が
「
近
代
ノ
人
ノ
歌
ヲ
手
本
ニ
ス
ル
」
こ
と
を
戒
め
る
。
こ

の
と
き
、
手
本
に
さ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
の
は
逍
遥
院
あ
た
り
だ
と
思
わ
れ

る
。『
排
蘆
小
船
』
は
、
逍
遥
院
を
学
才
あ
る
人
と
し
て
き
ち
ん
と
評
価
し

て
い
た
。
古
今
伝
授
や
「
家
」
に
乗
っ
た
こ
と
を
残
念
に
は
思
っ
た
け
れ

ど
、
こ
れ
と
て
「
歌
道
」
の
衰
退
と
い
う
不
可
避
の
事
態
の
中
で
の
事
柄
で

あ
る
、
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
逍
遥
院
の
存
在
は
認
め
る
け
れ
ど
、
当
世
の

歌
人
が
そ
れ
を
模
倣
す
る
の
は
よ
く
な
い
の
で
あ
る
。
模
倣
し
た
ら
、
手
本

と
し
た
歌
人
の
作
よ
り
は
る
か
に
劣
っ
た
も
の
に
な
る
。
こ
う
し
た
論
は
、

先
述
し
た
理
想
の
新
古
今
集
を
模
倣
す
る
の
は
よ
く
な
い
、
新
古
今
集
が
優

れ
て
い
る
の
は
規
範
た
る
三
代
集
を
繰
り
返
し
学
ん
だ
結
果
だ
か
ら
同
じ
よ

う
に
三
代
集
を
ひ
た
す
ら
学
べ
、
と
い
う
論
法
と
同
じ
だ
。

結
局
、
ひ
た
す
ら
三
代
集
へ
の
習
熟
を
求
め
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
こ
と
自

体
は
宣
長
に
と
っ
て
も
定
家
以
来
の
伝
統
路
線
だ
ろ
う
。
だ
が
、「
人
情
」

の
変
易
は
不
可
避
の
必
然
で
あ
る
以
上
、
ど
の
時
代
に
あ
っ
て
も
各
々
特
有

の
三
代
集
の
学
び
方
が
あ
る
と
主
張
す
る
の
は
『
排
蘆
小
船
』
の
特
徴
だ
。

こ
の
考
え
は
、
理
想
の
古
歌
た
る
三
代
集
を
平
安
の
昔
に
固
定
化
す
る
の
で

は
な
く
、
各
時
代
の
「
歌
道
」
実
践
者
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
都
度
蘇
る
も

の
、
各
時
代
に
お
け
る
「
今
」
の
立
場
か
ら
創
ら
れ
続
け
て
い
く
も
の
、
と

い
う
認
識
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
新
古
今
集
や
逍
遥
院
の
歌
な
ど
の
安
易

な
模
倣
を
戒
め
る
の
は
、
人
の
求
め
た
結
果
に
巻
か
れ
ず
当
世
に
相
応
し
い

三
代
集
を
自
ら
創
る
べ
き
だ
、
と
い
う
信
念
の
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
人
情
」
の
衰
退
と
い
う
そ
の
時
代
の
宿
命
を
引
き
受
け
そ
れ
と
闘
い
つ
つ
、

新
た
な
三
代
集
を
創
り
出
す
る
こ
と
こ
そ
が
肝
要
な
の
だ
。

鈴
木
健
一
に
よ
る
と
、
近
世
初
期
の
堂
上
歌
壇
で
は
、
後
柏
原
院
・
三
条

西
実
隆
（
逍
遥
院
）・
下
冷
泉
政
為
の
家
集
で
あ
る
『
柏
玉
集
』『
雪
玉
集
』

『
碧
玉
集
』
の
三
玉
集
が
重
ん
じ
ら
れ
、
逍
遥
院
の
時
代
は
「
当
流
」
の
最

初
に
位
置
づ
け
ら
れ
目
標
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
三
玉
集
は
地
下
に
も

（

）

広
く
享
受
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
宣
長
は
己
を
取
り
巻
く
こ
の
状
況
を
突
破

し
て
、
新
た
な
ス
タ
ン
ス
を
求
め
る
べ
く
右
の
よ
う
な
論
を
展
開
し
た
わ
け

で
あ
る
。

お
わ
り
に
│
│
「
今
」
が
創
造
す
る
「
古
へ
」
│
│

『
排
蘆
小
船
』〔
六
三
〕
に
は
、「
コ
ゝ
ニ
難
波
ノ
契
沖
師
ハ
、
ハ
ジ
メ
テ

一
大
明
眼
ヲ
開
キ
テ
、
此
道
（
歌
道＝

筆
者
注
）
ノ
陰
晦
ヲ
ナ
ゲ
キ
、
古
書

宣
長
『
排
蘆
小
船
』
の
視
座

二
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ニ
ヨ
ツ
テ
、
近
世
ノ
妄
説
ヲ
ヤ
フ
リ
、
ハ
シ
メ
テ
本
来
ノ
面
目
ヲ
ミ
ツ
ケ
エ

タ
リ
。（
中
略
）
ヨ
ツ
テ
詠
歌
ハ
ト
ヲ
ク
定
家
卿
ヲ
師
ト
シ
テ
、
ソ
ノ
オ
シ

ヘ
ニ
シ
タ
ガ
ヒ
、
ソ
ノ
風
ヲ
シ
タ
フ
、
歌
学
ハ
チ
カ
ク
契
沖
師
ヲ
師
ト
シ

テ
、
ソ
ノ
説
ニ
モ
ト
ツ
キ
テ
、
ソ
ノ
趣
キ
ニ
シ
タ
カ
フ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
述
べ

て
あ
る
。
こ
れ
は
、
宣
長
が
詠
歌
の
定
家
、
歌
学
の
契
沖
と
い
っ
た
方
向
に

活
路
を
見
出
し
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
大
方
の
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
れ

で
よ
い
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
づ
け
と
し
て
、
契
沖
の
実
証
主
義
の
方
法
を

採
り
入
れ
た
近
代
文
献
学
の
先
蹤
と
い
う
と
こ
ろ
に
収
め
て
し
ま
う
の
に
は

疑
義
が
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、「
古
語
」
を
介
し
て
「
古
へ
」
を
理
解
す

る
こ
と
自
体
、
近
世
に
お
け
る
能
動
的
な
行
為
で
あ
っ
て
、
決
し
て
「
古

へ
」
へ
の
単
純
な
同
化＝

復
古
で
は
な
い
。
近�

世�

に�

お�

い�

て�

新�

た�

に�

作�

り�

出�

さ�

れ�

た�

「
古�

へ�

」
で
あ
る
と
い
う
点
を
、
し
っ
か
り
と
自
覚
す
る
べ
き
で
あ

る
。
近
代
の
文
献
学
的
方
法
の
先
蹤
と
し
て
済
ま
せ
て
も
、
さ
ほ
ど
の
意
味

は
な
い
。
宣
長
の
特
徴
は
、「
今
」
が
創
る
「
古
へ
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

な
か
っ
た
点
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
理
想
の
「
古
へ
」
と
は
、
当
世
に
い

る
人
た
ち
が
自
ら
作
り
出
す
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
ど
こ
か
の
時
点
に
憧

憬
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。『
古
事
記
伝
』
な
ど
を
扱
う
と
き
は
、

筆
者
は
こ
れ
を
「
近
世
神
話
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
い
る
が
、『
排
蘆
小
船
』

に
は
そ
う
し
た
方
向
の
初
発
の
契
機
が
蠢
い
て
い
る
よ
う
で
興
味
深
い
の

だ
。

注（
１
）
小
林
秀
雄
『
本
居
宣
長
』（
新
潮
社
、
一
九
七
七
）

（
２
）
岩
田
隆
『
宣
長
学
論
攷
│
本
居
宣
長
と
そ
の
周
辺
│
』（
桜
楓
社
、

一
九
八
七
）

（
３
）
百
川
敬
人
『
内
な
る
宣
長
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
）

第
三
章
「
宣
長
の
意
味
」

（
４
）
国
崎
望
久
太
郎
「
宣
長
歌
論
の
形
成
」（『
立
命
館
文
学
』
二
一
六

号
、
一
九
六
三
・
六
）

（
５
）
鈴
木
健
一
『
近
世
堂
上
歌
壇
の
研
究
』（
一
九
九
六
）
第
一
章

「《
歌
壇
》
と
そ
の
和
歌
」、『
天
皇
と
和
歌
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、

二
〇
一
七
）
第
四
章
「
文
化
を
体
現
す
る
天
皇
」

（
６
）
盛
田
帝
子
『
近
世
雅
文
壇
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
）

序
論
お
よ
び
第
一
部
「
堂
上
雅
文
壇
論
」

（
７
）
小
林
注
（
１
）
掲
書

（
８
）
岩
波
書
店
版

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
近
世
歌
文
集
』
上
所
収

（
９
）
高
橋
俊
和
『
本
居
宣
長
の
歌
学
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
）
Ⅱ

第
一
章
「
新
古
今
主
義
」

（
１０
）
野
口
武
彦
「
本
居
宣
長
に
お
け
る
詩
語
と
古
語
」（『
江
戸
文
林
切

絵
図
』、
冬
樹
社
、
一
九
七
九
所
収
）

（
１１
）
鈴
木
注
（
５
）
掲
書

※
宣
長
の
説
は
、
す
べ
て
筑
摩
書
房
版
『
本
居
宣
長
全
集
』
に
よ
っ
た
。

但
し
、
漢
字
表
記
を
新
字
体
に
あ
ら
た
め
、
適
宜
濁
点
を
施
し
た
。

（
や
ま
し
た
・
ひ
さ
お

金
沢
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

二
八


